
令和 7年度 社会福祉法人 富門華会 事業報告書

I.法人の現況
1.令和 7年度の活動状況総括
(1)事業経過及びその成果
社会福祉法人富門華会は、法人開設より51期を終えた。 10月 には開設 50周年記念式典及び祝

賀会を計画どおりに実施することができた。 社会福祉を標榜する法人として、福祉ニーズに応
えるべく運営を行なつてきているが、何より利用者とその家族そして職員や地域にとつて望まれ

るサービスや支援を常に念頭において事業の実施に努めてきた。 人材の確保と育成、あらゆる
感染症等への対策、自然災害等の影響も懸念されるが、あらゆるリスクを想定しながら、障がい

者、高齢者いずれの福祉事業もニーズに即した事業を今後も継続していく。

2.重点項目の取り組み
(1)事業運営の安定化

(2)利用者の権利擁護及び虐待防止対策の強化

実 施 項 目 実 施 状 況 等

1.障がい者支援施設富門華及

び障がい者グループホームな

のはなの事業の安定化

・利用者の個別支援計画の把握と支援実施、評価の実施、サービス

担当者会議の実施

・管理者、サービス管理責任者、生活支援員、世話人間の打合せ 。

会議等の実施と連携の強化、確実な情報の伝達および共有化

・地域社会との良好な関係構築
。利用者家族等への情報提供

・報酬内容の理解と加算取得

2.高齢者施設の事業運営の安

定化

・各事業所間相互の打合せや会議等の実施と職員間の連携強化、情

報の伝達と共有化
。最低限必要な職員確保と養成
。適切な介護サービスの提供

・利用者家族等への報告・情報提供
。医療機関との強固な連携
。実施事業の積極的な見直し。改変

・生産性向上への取組

実 施 項 目 実 施 状 況 等

1.各事業所における取り組み 。日々の打合せ、会議等での課題提起と事案発生防止対策の確認

・職員の各種研修等への積極的参加と情報の共有化、参加しやすい

環境の整備

・虐待防止に関する事項の職員への情報提供
。他法人・事業所における取組等の情報収集
。全職種に対する虐待防止内部研修の実施
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(3)リ スク管理の強化

(4)法人組織内の連携強化

実 施 項 目 実 施 状 況 等

1.新型コロナウィルス感染症

等防止対策の継続と強化

・情報収集と各事業所内、法人運営会議等での対策検討会議等の実

施と情報の共有化

。新型コロナ等における利用者の日常生活に関する事項の検討

・感染防止対策に係る備品等の確保と点検

。法人、事業所間の相互支援 。協力体制の調整と強化

2.防災・減災備品等の整備と職

員教育

・各種災害の洗い出し及び対策の立案 (地震、火災、大雨、暴風雪

停電、断水、火山噴火等 )

。障がい者事業所並びに高齢者事業所のBCP(事 業継続計画)の
策定周知

・各事業所における現有防災備品の確認

・防災・減災関連用品の補充

・定期的な避難訓練等の実施 (火災、自然災害)

3。 その他リスク管理 ・利用者の病気予防と怪我などの事故防止対策、ヒヤリハット事例

報告と検討をとおしての事故等発生防止対策強化

・食中毒、熱中症等対策の実施

・利用者への誤薬の防止強化対策の実施

・施設運営に係るその他のリスク管理の考察と対策

実 施 項 目 実 施 状 況 等

1.法人運営会議の定期開催 。法人運営会議並びに打合せ等の積極的な実施

。各事業所間の相互協力及び連携の強化

2.関係機関 。組織。団体との連

携

。安平町 (健康福祉課等)その他行政機関との相互協力

・安平町社会福祉協議会との相互協力

。医療機関、他法人 。福祉事業所等との相互協力

・自治会活動への積極的な参加協力

。その他機関・組織・団体・事業者との連携、協力

3.理事会・評議員会 ・理事会の開催 (法人運営他 )、 役員への情報提供

。定時評議員会の開催及び評議員への情報の提供
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4.安平町在宅介護支援センタ
ー業務委託

。安平町高齢者等訪問調査の実施

・要支援者、その家族からのヘルプコールの対応、緊急時の現場対

応の実施

。実施報告書等の作成と安平町への報告

。安平町徘徊高齢者 SOSネ ットワークヘの参加協力
・安平町地域包括支援センターヘの業務連絡の実施による連携

(5)人材確保と職員の育成、職員の資質向上

(6)予算・財務管理の強化

実 施 項 目 実 施 状 況 等

1.人材確保 。法人及び各事業所のPRと 求人活動の継続・工夫
。各メディアの活用

・ハローワーク等各関係機関との連携と情報収集

。他法人・事業所等に関する情報収集

・労働条件の改善と均等待遇

・定年の引上げ (65歳 )
・スキマバイ トの導入

2.職員の育成 。資質の向上 ・各事業所における日々の打合せ、随時の会議 。研修会開催

・理事長、管理者等幹部職員による職員面談等の実施

・外部研修会に関する情報収集と積極的参加

。他法人・事業所の取組等の情報収集

・メンタルヘルス姑策の実施

実 施 項 目 実 施 状 況 等

1.現行事業における報酬の確

保

・利用希望待機者の受入れによる利用率の確保

。障がい度、介護度の高い利用者の積極的な受入れ

。関係機関との連携強化と情報収集及び情報提供

・各事業所における効率的 。効果的な支出の実施と経費の節約

・各種法令・基準等に基づく適正な法人 。事業所運営の実施

。法人・事業所のPR(ホ ームページその他)

2.事業経営収支状況分析 と対

策

。事業計画と適正な予算作成及び執行

・各事業所の利用率アップのための職員意識の共有と強化

・収入増を目指すための各種報酬力日算や処遇改善力日算の取得

3.各事業所における収支点検

及び適正化

・各事業所における日々の支出点検、問題・課題の検討

・各事業所の月次試算表による財政状況の定期点検の実施

。会計事務所による定期経理巡回監査の実施
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(7)地域への公益活動

3.事業収支及び財産の状況 (一般会計)
①収支の推移

実 施 項 目 実 施 状 況 等

1.地域公益活動 ・地域公益活動実施要綱に基づく活動の実施

・支援対象者の確認

・関係者への情報提供と活動の周知

。その他活動 (認知症カフェ開催、自治会活動への参加協力、認定

こども園 。小中学校 。高校への協力、安平町への協力、他社会福

祉法人等の役員、評議員就任等の協力)

単位 :千円

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令 6・令 7年度比較増減

サー ビス活動収益 746,133 813,271 819,840 6,569

サー ビス活動費用 759,748 762,126 792,190 30,065

サー ビス活動外収益 10,182 10,871 12,509 1,638

サービス活動他費用 3,063 3,812 4,078 267

経 常 増 減 差 額 △  6,496 58,205 36,080 △  22,125

特  別  収  益 0 13,851 3 200 △  10,651

特  別  費  用 73,914 0 3,000 3,000

特 別 増 減 差 額 △  73,914 13,851 200 △  13,651

当期活動増減差額 △  80,410 72,056 36,280 △  35,776

②資産。負債の推移 単位 :千円

令和 5年度末 令和 6年度末 令和 7年度末 令 6・令 7年度比較増減

流 動 資 産 400,748 380,913 372,574 △  8,339

固 定 資 産 2,132,968 2,163,321 2,161,332 △ 1 989

資 産 合 計 2,533,716 2,544,234 2,533,906 △  10,328

流 動 負 債 97,716 90,281 98,284 8,003

固 定 負 債 606,989 582,317 552,354 △  29,963

負 債 合 計 704,705 672,598 650,638 △  21,960

純   財   産 1 829 ,011 1,871,636 1,883,268 11,632

4。 今後対処すべき課題

①障がい者。高齢者事業所の経営。財政基盤の強化と安定化

②福祉医療機構からの借入金の確実な返済 (富門華、なのはなグループホーム)

③新型コロナウイァレス感染症等対策、地震・火災・洪水等の防災・減災対策等リスク管理対策の強化

④利用者の権利擁護と虐待防止対策並びに利用者の生活の質の向上

⑤職員の倫理意識。資質の向上、優秀な人材確保

⑥法令・基準に基づく適正な法人及び事業所運営並びに法人本部機能の強化

⑦地域公益活動の実施と充実化
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③障がい者事業所の利用者の高齢化・重度化への対策

⑨高齢者事業所利用者の加齢及び介護度の高まりに対する対策

Ⅱ.法人の概要及び実施する事業
1.主たる事務所の所在地
〒059-1434 北海道勇払郡安平町早来富岡 129番地 1

2.事業の種別
(1)第 1種社会福祉事業
(ア )障害者支援施設の経営

(イ )軽費老人ホームの経営

(2)第 2種社会福祉事業
(ア )障害福祉サービス事業の経営

(イ )老人デイサービス事業サックルの受託経営
(ウ )認知症対応型老人共同生活援助事業 (安平町認知症高齢者グループホームさかえ)の受託経営

3.事業の種類及び名称等

4.施設サービス利用者の推移
単位 :人

名 称 施 設 長 所 在 地 定員 (人 )

富門華 (障害者支援施設) 戸 田 好 枝 安平町早来富岡 129

生活介護

入所支援

短期入所

112

90

2

なのイまな (共同生活援助事業) 戸 田 好 枝

管理者 畠山大輔
安平町早来栄 164外 10

ケアハウスサックル 中 田 良 彦 安平町早来栄町 157 30

安平町デイサービスセンターサックル

(安平町指定管理者施設 )
〃 〃

一般 型   20

認知症対応型 10

(7/5よ り休止中)

安平町認知症高齢者グループホームさかえ

(安平町指定管理者施設)

〃

管理者 中田良彦
安平町早来栄町 133 9

名 称 令和 5年度末 令和 6年度末 令和 7年度末 令 6。令 7年度比較増減

富 P日 華 生 112  入 89 生 101 入 88 生 102 入 88 生 1入 0

あ け ぼ の グル ー プ ホ ー ム 4

な の は な (富 岡 ホ ー ム ) 9 10 10 0

ケ ア ハ ウ ス サ ッ ク ル 29 27 28 1

デイサービス サ ッ ク ル
1日平均

10.6

1日 平均

12.6

1日 平均

12.6

1日 平均

2.0

グ ル ー プ ホ ー ム さ か え 9 9 8 △ 1
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名   称 令和 5年度末 令和 6年度末 令和 7年度末 令 6・令 7年度比較増減

富  門  華

正 29 29 30 1

臨 40 42 44 2

計 69 71 74 3

な の は な

正 2 1 1 0

臨 6 9 7 △ 2

計 8 10 8 △ 2

ケ ア ハ  ウ ス

ルサ  ン  ク

正 4 4 4 0

臨 14 15 13 △ 2

計 18 19 17 △ 2

デ イ サ ー ビ ス

サ ッ ク ル

正 3 3 2 △ 1

臨 16 10 14 4

計 19 13 16 3

グループホーム

さ  か  え

正 1 1 0 △ 1

臨 9 9 7 △ 2

計 10 10 7 △ 3

5。 施設職員数の推移

7.補助金関係
・軽費老人ホーム運営費北海道補助金

。北海道物価高騰及び食材費支援金

。北海道障害福祉人材職場環境改善等事業補助金

・安平町居宅介護支援改善交付金

・安平町敬老会支援交付金

単位 :人

各年度末日現在

臨 ;非常勤・パートを含む

14,179,004円

1,109,152円

120,560円

361,680円

185,060円

108,504円

4,447,176円

216,389円

128,167円

72,000円

72,000円

144,000円

3,000,000円

※デイサービスは、一般型・認知症対応型及びサンクル介護保険相談所を含む

正 :正職員

6.借入金残高 (令和 8年 3月 31日 現在)
(独)福祉医療機構  445,104,000円 (宮門華新築工事資金)

(碧初借入 515,000,000円 )

(独)福祉医療機構   46,800,000円 (なのはなグループホーム新築工事資金 )

(当初借入 56,900,000円 )

(ケアハウスサンクル)

(富門華)

(なのはな)

(ケアサックル)

(デイサックル)

(GHさ かえ)

(富門華)

(なのはな)

(GHさ かえ)

(デイサックル)

(ケアサックル)

(デイサックル)

(デイサックル)。中央競馬馬主社会福祉財団車輛助成金
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8.監 査 等
(1)法人監事による監査実施日、内容等
・令和 7.6.3 令和 6年度事業報告書 。計算書類・付属明細書・財産目録関係、会計事務所による

巡回監査結果、利用者預かり金・小遣い帳処理関係、理事長の職務執行状況
。令和 7.8.26 理事長の業務執行状況、法人現況報告書、資産総額・役員変更登記、利用者預か

り金・小遣い帳処理、職員退職共済加入状況、避難訓練実施状況、会計事務所によ

る巡回監査結果

・令和 7.H。 13 理事長の職務執行状況、会計事務所による巡回監査結果、利用者預かり金・小遣い

帳処理、寄附金受入れ手続き、50周年記念行事執行状況
。令和 8。 2.25 理事長の業務執行状況、利用者預かり金・小遣い処理、会計事務所経理巡回監査結

果、権利擁護・虐待防止研修実施状況、感染症対策状況、就業規則変更届

(2)税理士法人さくら総合会計による巡回監査実施日、内容
・令和 7.5.28 令和 7年 1～ 3月 会計処理、令和 6年度決算、財務書類
・令和 7.8.20 令和 7年 4～ 6月 各拠点区分会計処理
・令和 7.H.H 令和 7年 7～9月 各拠ザ点区分会計処理
・令和 8.2.16 令和 7年 10～ 12月 各拠点区分会計処理、伝票修正

(3)胆振総合振興局保健環境部社会福祉課事業指導、その他
・令和 7.4.2 介護保険施設等現況報告書 (ケアハウスサックル、デイサービスサンクル)
・令和 7.4.11 障害福祉サービス事業者等現況報告書 (富門華、なのはな)
・令和 7.6.26 社会福祉法人現況報告書及び財務諸表等電子開示
・令和 7.12.2 胆振総合振興局による運営指導 (富門華)
・令和 8.3.16 胆振総合振興局による介護保険施設等集団指導 (ケアハウスサックル、デイサ

ービスサックル)

・令和 8.3.19 胆振総合振興局による指定障害者福祉サービス事業者等指導監査 (集団指導)

9.登記事項
。社会福祉法人変更登記   (令和 7年 6月 26日 )令和 7年 3月 31日 資産総額の変更
・社会福祉法人役員変更登記 (令和 7年 6月 26日 )令和 7年 6月 25日 理事長の重任

10。 理事会開催状況 (理事定数 6名以上 8名以内 現員 8名 監事定数 2名 現員 2名 )
月 /日 出席数 監事 審 議 事 項

第 1回 6//9 8//8 2//2

令和 6年度事業報告・会計決算案。監査報告。次期理事及び監事候

補者の選考について。定時評議員会開催案・次期評議員候補者の

推薦について 。評議員選任、解任委員の選任について

第 2回 6//25 8///8 2//2 理事長の選定

第 3回 11/17 8///8 2///2

安平町補助による太陽光発電設備等導入について。就業規則一部

改定案 命令和 7年度補正予算案
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第 4回 3//26 8///8 1/2

令和 7年度補正予算案 。施設長の選任・令和 8年度事業計画案 。

予算案・給与規程の一部改定について

月 日 出席数 審 議 事 項

第 1回 6//25 8//9

令和 6年度会計決算案並びに監査報告

次期理事及び監事の選任

■.評議員会開催状況 (定数 7名以上 9名以内 現員 9名 )

12.役員の状況 (令和 8年 3月 31日 現在 )

任期 :令和 7,6.25～令和 9年度定時評議員会終結時

役 職 氏   名 住    所 備   考
理事長 多 田 政 拓 安平町早来

理  事 戸 田 好 枝 苫小牧市 富門華施設長

〃 廣 川 繁 樹 安平町早来 富門華副施設長

〃 中 田 良 彦 安平町早来 高齢者施設長

〃 平 田 秀 雄 新ひだか町

〃 黒 坂  昭 安平町早来

〃 豊 島  滋 安平町追分

〃 反 保 公 志 札幌市

監 事 鼈  和 英 安平町早来

〃 中 西 猛 雄 札幌市

13.評議員の状況 (令和 8年 3月 31日 現在 )

任期 :令和 7.6.25～令和 11年度定時評議員会終結時

氏 名 住  所 備  考
畑  山 由 起 子 安平町早来
櫻 井 唯 紹 安平町早来

冨 澤 治 英 安平町遠浅

佐 藤 民 江 厚真町

藤  原  和  夫 安平町早来
高 橋 光 暢 安平町早来

小笠原  規  人 安平町早来
横 澤 健 二 安平町早来 任期 :令和 9年度定時評議員会終結時迄

小  山 優  子 安平町早来 〃
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